
 　シジミチョウ科にはアリの巣中で幼虫期をすごすチョウが多いが、その生態を観察す
るためにアリの人工巣を使うことは効果的である。オオゴマシジミの幼虫がシワクシケア
リの幼虫を食べながらアリの巣中で越冬することを５０年ほど前に私がアリの人工巣を
使って明らかにしたことは、前々回の「やどりが」（文献１）で述べた。今回は、そのと
きに使ったアリの人工巣の作り方と飼育法について解説する。当時アリの飼育法を中学校
（新潟県南魚沼郡、六日町中学校）の図書館で調べていたとき、「理科辞典」１巻１０４
頁（平凡社）のアリの項にWheeler氏のアリの人工巣という図を見つけた。それは、薄い
箱を大部屋一つと小部屋二つに区切りガラス板で蓋をしたもので、いわば、１LDKの間
取り図のようなものであった。この図を基にして、父といっしょに作り方を考えて改良を
加えていったのである。したがって、Wheeler氏のアリ人工巣の平賀式作製法の解説とい
うことになる。
 
 材料と道具
 　木箱を用意する。大きさはA4版位（２０x３０cm位）で高さ(深さ)は３～４cm位でよ
い。当時はようかんやハッカ棒（新潟県の特産品）などのお菓子の空箱を流用した。模型
飛行機の角材。この角材の太さが重要なポイントである。シワクシケアリの場合は８mm
位がよい。巨大になったオオゴマシジミの成熟幼虫が動き回るとき背中がガラスに触らな
い高さである。ガラス板（木箱の内側よりも４～５mm 小さめ）。石膏（せっこう）
少々。石膏を水に溶かすための容器とスプーン。角材切断用カッターナイフ。ガラス用
カッターナイフ。セメダイン（瞬間接着剤、余り強力でないもの）。物差し（メジャ
ー）。黒い紙。

作製法
 1. 　まず模型飛行機の角材をカッターナイフで切断して、木箱に図１Aのようにセメダ
インで軽く接着して、石膏液を流しこむための枠を作る.　角材と角材の隙間にはセメダ
インなどを流しこんで穴をふさいでおく。
 2. 　容器の中に水を入れ、石膏の粉を上から少しずつ静かに水に落とす。石膏の粉が水
の底に完全に沈んだあとで、気泡がはいらないようにゆっくりとスプーンでかきまわすと
ドロドロした石膏液ができる。これをスプーンで木箱と角材の枠の間に流し込み、角材の
高さよりもすこし高く盛り上がったくらいにする。
 3.  　その石膏液の上にガラス板を気泡が入らないように静かにかぶせる。余った石膏
液が角材の枠からこぼれでてもかまわない。そのまま静置して石膏液が固まるまで数日間
待つ。余った石膏液を不要なトレーなどに流し込んでおき、固まりぐあいを調べるモニタ
ーにすると便利である。
 4.  　石膏がほぼ固まったら、ガラス板をはずす。そして角材を取り除き、こぼれて固
まった石膏をカッターナイフなどで削りとる。
 5. 　ガラス板をガラス用カッターナイフで、図1Bのように大部屋用、小部屋用に切り分
けて、さらに大部屋用の片隅に三角窓を切る。この切り分けたガラス片を木箱の石膏の上
にならべ直すと出来上がりである。

飼育法
 １. 　オオゴマシジミの棲息地はブナ林帯の小渓谷の近くであり、本州の中部山岳地帯
では標高１０００m付近である。若齢幼虫の食草であるカメバヒキオコシやクロバナヒキ
オコシの群落がある。
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シワクシケアリの巣はこれらの群落の近
くの朽倒木の下にある。朽倒木と腐葉土
の間に巣があり、土の中に深く潜ること
はないようである。採集は吸虫管を使
い、一群のアリの成虫、さなぎ、幼虫、
卵を集める。一群のアリの巣の中の成虫
の個体数はあまり多くはなく、５０～１
００匹くらいのことが多い。女王アリは
働きアリよりもやや体が大きいが現場で
はこの違いはわかりにくいので、女王ア
リを逃がさないよう注意することが大切
である。巣の中の朽倒木の細かな破片や
腐葉土はアリとは別にポリエチレンの袋
などに採集してくる。当時はポリエチレ
ンの袋はなかったので、水筒の水を捨て
てそのなかに入れてきた。採集するアリ
の群れの数だけ吸虫管が必要となる。ま
た帰りの自動車内の温度上昇にも注意が
必要で、クーラーボックスなどの準備も
必要であろう。
 ２. 採集してきた朽倒木の細かな破片
や腐葉土をアリの人工巣の大部屋に入れ
る。この量はあまり多くないようにする
ことが重要である。多すぎると土の中に
アリがトンネルを掘ってしまい、観察し
にくくなる。大部屋の空間の約半分くら
いの分量をガラスに触らないように広げ
る。大きな朽ち木片や落ち葉は入れない
ように。アリがその下に隠れて観察が難
くなるからである。

 ３. 採集してきた吸虫管内のアリの一群をこの人工巣中に移すときが大変である。まず
大きなタライのような容器に水をはり、水の中に置いた台の上に人工巣をのせて大部屋の
ガラスをはずす。そこに蓋をはずした吸虫管からアリの一群をいっきにぶちまけて、すば
やくガラスを閉める。そのとき中に入らなかったアリは吸虫管で集め、今度は１匹ずつ指
や筆を使ってコーナーの三角窓から入れる。平賀考案のこの三角窓が威力を発揮するのは
このときである。
 ４. 大部屋のガラスの上には普段は黒い紙を置き、光りをさえぎるとアリは安心して生
活する。小部屋の一つには、アリの食料にする昆虫やクモを半殺しにして置いておく(図
１C)。少量の水をガラスの縁から石膏に染み込ませて巣の中の湿度を一定に保つよう注意
する。
５. 一方、オオゴマシジミの卵や若齢幼虫はカメバヒキオコシやクロバナヒキオコシの
花穂で採集することができる。これらは初めシャーレの中で飼育することになるが、平地
では気温が高いためシャーレの中にカビが生え易く、若齢幼虫の死亡率が高くて苦労し
た。当時一般家庭には冷蔵庫や冷房装置はなかったのである。２種の食草を前年から自宅
の庭に植えておいたが、７月頃に花が咲いてしまい、オオゴマシジミの飼育に必要な８月
下旬に役にたたなかった。それで、標高４００mほどの山村から通学していた高校の先輩
にクロバナヒキオコシの花穂を採集して運んでもらった。
６. アリの餌場の小部屋の隣の小部屋で、花穂にとまったオオゴマシジミの幼虫を飼育
して、その小部屋にやってくるアリの反応を観察した。花穂の根元は湿った脱脂綿かちり
紙でくるんでおいた。チョウの幼虫に遭遇したアリが触覚で軽く幼虫をたたき出すと、幼
虫は胸部を膨らませた。



アリは幼虫の背中の蜜腺に口部を押し付けて蜜を飲んでいるようだ。するとアリはひょい
とその幼虫をくわえて大部屋の巣に運び込んでしまった。アリの巣の中に入ったあとで
も、数匹のアリに囲まれて同様な行動がしばしば観察された。アリの巣に入ってからは、
チョウの幼虫の体は日増しに大きくなり、それにつれて給蜜の行動は少なくなり、そのう
ちにまったく行わなくなった。 
７. ある日、黒い紙をそっと除くと、ガラス面に糸をはいてとまり腹側をみせている
チョウの幼虫がいた。鋭いカーブした前胸脚でアリの幼虫のかけらを抱えこんで盛んに食
べているのが観察された。
８. 花や蕾みを食べているうちに死んだオオゴマシジミの幼虫をつぎつぎにアルコール
標本にしておき、その体節の剛毛のパターンを顕微鏡で比較観察することによって、アリ
が巣に運びこむのは４齢幼虫であることがわかった。
 ９. アリの巣に入ってからは、チョウの幼虫の死亡率は低くなる。越冬のためには、１
つの巣に多数のチョウの幼虫を入れることは禁物である。アリの幼虫を食べつくして餓死
するからである。とくに越冬後は大量のアリの幼虫を食べて巨大になるので、アリの幼虫
が常に多数存在する巣の状態にしておくことが大切である。蛹化は巣の中で行われた。
１０. 　ガラスの内側が土くずやチョウの幼虫が吐く糸でよごれてきたら、ときどきガラ
スをはずして拭かなければならないが、それは初めにアリの群れを人工巣に入れたときの
要領でおこなう。
 １１. 　エアコンが普及してきたので、室内の温度をエアコンでオオゴマシジミの棲息地
の気候に近くするとよいであろう。標高の高い棲息地では冬にはアリの巣は深い積雪の下
に埋もれるから意外と暖かく、アリの巣の中の温度はせいぜい０°C位で氷点下になるこ
とは稀だと思われる。
 １２. 　数匹のアリを証拠品として標本にして保存しなければならない。標本の作製は一
般の小型昆虫の場合に準じて乾燥標本や８０％アルコホールに浸けた液浸標本にする。ア
リの標本作製法は文献２に詳しく記載されている。
 
 　私の昆虫少年時代のオオゴマシジミ飼育の苦心談を中心とし、「自然観察の勧めとふ
るさと再発見」を主題とした子供向けの楽しいカラー絵読本が、中学校の理科の先生等の
編集で出版されている（文献３）。私はこの本に当時のオオゴマシジミの生活史研究のい
きさつをたくさんの絵とともに中学生にもわかるようにいきいきと書いた。この本は新潟
県の中学校の授業で副読本として実際に活用されているとのことである。
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